
 

選  定  結  果  書 

 

１ 業務名 

  国立代々木競技場耐震改修工事基本設計業務 

 

２ 選定通知日 

  平成２７年８月１３日 

 

３ プロポーザルの方式 

  公募型プロポーザル方式 

 

４ 公示日 

  平成２７年７月２４日 

 

５ 選定結果 

  ○選定手続きに係る事項 

   

参加表明書提出者名 選定の有無 非選定理由 

丹下・久米設計共同体 

（代表者 株式会社丹下都市建

築設計） 

○ 

 

 

 

  



参加表明書審査表 

 

１ 業務名称  国立代々木競技場耐震改修工事基本設計 

２ 公募型プロポーザル方式  

評価項目 評価事項 配点 
評価点 備考 

丹下・久米設計共同体  

１ 担当予定技術者の能力 

資格 20.0 19.0  

同種又は類似の実績 40.0 34.0  

小計 60.0 53.0  

２ 技術提案書提出者の能力 

技術者数 15.0 15.0  

同種又は類似の実績 25.0 22.8  

小計 40.0 37.8  

合計 100.0 90.8  

順位  1  

選定  ○  

 

 

 

  



 

特  定  結  果  書 

 

１ 業務名 

  国立代々木競技場耐震改修工事基本設計業務 

 

２ 技術提案書の提出要請日または選定通知日 

  平成２７年８月１３日 

 

３ プロポーザルの方式 

  公募型プロポーザル方式 

 

４ 公示日 

  平成２７年７月２４日 

 

５ 特定通知日 

  平成２７年１０月２日 

 

６ 特定結果 

  ○特定手続きに係る事項 

   

技術提案書提出者名 特定の有無 特定されなかった理由 

丹下・久米設計共同体 

（代表者 株式会社丹下都市建

築設計） 

○ 

 

 



技術提案書評価表 

 

１ 業務名称  国立代々木競技場耐震改修工事基本設計 

２ 公募型プロポーザル方式  

評価項目 評価事項 配点 
評価点 備考 

丹下・久米設計共同体  

１ 担当予定技術者の能力 

資格 20.0 19.0  

同種又は類似の実績 40.0 34.0  

小計 60.0 53.0  

２ 技術提案書提出者の能力 

技術者数 15.0 15.0  

同種又は類似の実績 25.0 22.8  

小計 40.0 37.8  

３ 業務の実施方針 

業務内容の理解度 15.0 13.5  

実施方針の妥当性 15.0 12.0  

工程計画の妥当性 10.0 8.0  

小計 40.0 33.5  

４ 課題についての提案 
既存施設の特性を考慮した耐震補強の

合理的な施工について 

30.0 
24.0  

 

スポーツ・イベント施設としての構造補

強改修に関連するリニューアル化につ

いて 

30.0 

22.5  

 小計 60.0 46.5  

合計 200.0 170.8  

順位  1  

特定  ○  

 



   

契約の内容 

 

業務の名称 国立代々木競技場耐震改修工事基本設計業務 

業務概要 
国立代々木競技場耐震改修工事を実施するため、基本的な事項を決

定し、図面・仕様等、実施設計の基となる図書の作成 

契約担当官

等の氏名並

びにその所

属する部局

の名称及び

所在地 

契約担当官

等の役職 
理事長 

契約担当官

等の氏名 
大東 和美 

所属する部

局の名称 
独立行政法人日本スポーツ振興センター 

所属する部

局の所在地 
東京都港区北青山 2－8－35 

契約年月日 平成 27年 10月 9日 

契約の相手方の 

名称及び住所 

丹下・久米設計共同体 

代表者：株式会社丹下都市建築設計 

    東京都港区南麻布 1-6-18 

構成員：株式会社久米設計 

    東京都江東区潮見 2-1-22 

契約金額（税込） 90,720,000円 

予定価格（税込） 92,340,000円 

業務場所 
国立代々木競技場 

東京都渋谷区神南 2-1-1 

業種区分 建築関係設計・施工監理業務 

履行期間 平成 27年 10月 13日から平成 28年 3月 31日まで 

 



   

随意契約理由書 

 

１ 契約業者名 

丹下・久米設計共同体 

  代表者：株式会社丹下都市建築設計 

  構成員：株式会社久米設計 

 

２ 業務の名称 

国立代々木競技場耐震改修工事基本設計業務 

 

３ 随意契約理由 

本件は、公募型プロポーザル方式の手続きに基づき、建設コンサルタント選定委員会において

技術提案書が特定された者と契約を締結するものであり、当該業務を実施できる相手方は他に存

在せず、競争を許さないことから、会計規則第１８条第４項に規定する「契約の性質又は目的が

競争を許さない場合」及び、政府調達に関する協定その他の国際約束に係る物品等又は特定役務

の調達手続に関する独立行政法人日本スポーツ振興センター会計規程第１１条第２項「特許権等

の排他的権利に係る物品等若しくは特定役務の調達をする場合」に該当するため、選定され丹下・

久米設計共同体（代表者：株式会社丹下都市建築設計、構成員：株式会社久米設計）と随意契約

をするものである。 
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